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広く市民の皆様から、京都がもっとよくなる、もっと住みやすくなる、まちづくりの取組提案を募集中！ 「まちづくり・お宝バンク」提案一覧 

目的意識を共有できそうな仲間で集ってみました！ 
取組例 お寺を舞台にした活動を展開する者同士， 

「お寺の未来」を語ってみよう！ 
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 第一回目のテーマは「お寺」。宗教施設ではありますが，京都のまちを構成する貴重な文化的かつ景観的資源

の一つである「お寺」の可能性が，若者を中心に見直され始めているのを感じます。しかし取組テーマや立場

によって，その可能性の捉え方はさまざまにありそうだ，ということで有志が集まることになりました。 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

子育て環境 

お宝 No.247 宗教都市・京都で、お寺・若手僧侶をフルに使いたおす！ 

▼立場の違いから気づける発見 
思いを同じくしながら，立場の違うメン
バーによる議論が実現。「お寺の可能性」
について白熱した意見交換が行われま
した。 
 
やりとりを通じて「お寺の魅力がそんな
ところにあったのか」と気づけたり，「自
分がもつネットワークに活動を紹介し
ます」「お手伝いします」という協力が
生まれたり。 
 
「お寺の活用を通じて，より暮らしやす
いまちにしていこう，京都のまちを盛り
上げていこう」という機運が，それぞれ
の活動を支えあうことで高まっていき
そうな予感のする会になりました。 
これからの活動展開が楽しみです。 
 
 

観光 歴史・文化 

お宝 No.319 お寺を活用し，こどもとその家族がイキイキ生活できる場所をつくる！ 

お宝 No.317 お寺まるごと美術館 

法衣店を営みながら
３児の子育てに奮闘
するお父さん 

まさに，お寺の将来
を担っていく立場の
お坊さん 

お寺と直接関係なかったけれど，
お寺の魅力と可能性に惹かれた
ショップオーナー＆デザイナー 

お寺 
サミット 

2019/03/18 (月) 19:00-21:00 

＠職員会館かもがわ第 6 会議室 
 

 

第１回 

▼今回の試みに至った経緯 
お宝バンクは，現在 300 件を超えるさまざまなご提案をいただけるようになり，問題意識が近しい取組を一対一で

ご紹介できる機会も増えてきました。一方で，もう少し複数で意見交換することで，得られるヒントやつながりがで
きるのではないか，個の力だけではできなかったことで，群になると可能性が見えてくることもあるのではないかと
も感じ，このたび類似テーマの集いを企画したところ，好意的な賛同があり実現しました。 

 
実際，①助け合える（マンパワー，イベント機会，アイデアのシェアなど），②力になる（複数集まることで，機運

を高められるなど），③刺激し合える（お互いの活動からの学び合い，強みの出し合い，弱みのカバーなど）様子も見
られ，こうした集いから，お宝バンクの提案者同士の協力やサポートが自律的に生まれる流れが期待できそうです。 

今年度も，例えば・・・「教育」「食」「福祉」などのテーマでの集まりも企画する予定です。 
「こんなテーマで集ってみたい！」などのご希望があれば，ぜひご連絡ください！ 

▼お寺の空間的特徴 
・「門をくぐれば異空間」 
・やんちゃな子でも，自
然と落ち着く？ 

・死を意識すると行きた
くなる場所？ 

 

▼お坊さんとアーティスト 
・「一つのことをつきつめる」姿勢は，互い
に共感できそう。 

・既成概念の破壊”を恐れないアーティスト
の感性を，子どもの「可能性を伸ばす」教
育に活かせるかも。 

 

▼お寺と人のかかわり 
・お坊さんって，結構“い
い言葉（心に響く言
葉）”を持っている。 

・一般の大人は，個人の
主観で物を言うけれ
ど，お坊さんは，「お釈
迦様は…」など，第三
者の言葉として伝え
ることができる立場
にある。 

 

▼お寺の役割 
・昨今「“やってはいけないこと”を教える」
傾向にあるが，そのことも「生きづらさ」
を生んでいるのではないか。 

・「生きづらさ」を救う場づくりが目指すと
ころになりうる？ 

 

 

たとえば 

こんな意見が出ました。 

 

https://tsukuru-kyoto.net/bank/


“地域と連携”した取組も進んでいます！ 
取組例 非常食を調理することを通して， 

楽しみながら防災・減災知識を身に付けよう！ 
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 減災カフェはこれまで，スポーツなどの他テーマとのコラボイベントを数多く行い，その実績を重ねてきてい

ました。しかし「防災・減災」意識を楽しんで身に付けてもらえるよう，ぜひ地域コミュニティに根ざした活

動をしていきたい，という思いを持っていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他，社会的に関心の高いテーマの提案も増えています！ 
例えば「保育」「若者支援」「高齢者福祉」など，近年社会的に関心の高いテーマの提案も増えています。 

 

 「インクルーシブな社会をつくりたい！」 
お宝 No.311 

にじのうた保育園 
   

 「生きづらさを抱えた高校生につながる場を」 
お宝 No.320 

Ｄ×Ｐ    

 「認知症予防へ向けたステップ運動を広めたい！」 
お宝 No.315 

スクエアステップ    

□お宝バンクの取組提案に興味をもたれた地域の方，事業者の方，関連部署の方 

□行政や事業者の方とのつながりを模索中の市民の方，連携の可能性を一緒に考えます。お気軽にご連絡下さい！ 

▼地域の方と一緒に企画 
下京区のまちづくりアドバイザ
ーのサポートを受け，助成金を申
請。事前打ち合わせでは，防災ま
ちづくり※で菊浜学区に関わる
まちセンの協力も得ながら，地元
と共に「どんな企画がいいか」「チ
ラシの表現は？」「当日のメニュ
ー選び」など，知識を出し合い，
議論が盛り上がりました。 
 
 
 
 
 
 
一緒に検討する中で，刺激と連帯
感が生まれ，地域事情に合った企
画になっていきました。 

※参考：菊浜学区で取り組むことになったワケ  

今回連携した下京区の菊浜学区では，平成 29 年度より 
災害が起こる前に，災害時に危険と思われる箇所の整備や対策を行う「防災まちづくり」の
取組を３年計画で進めています。また，少子化が進む同地域では，高齢者を含む住民同士が
助け合いながら災害時の避難を行う取組も，社会福祉協議会や地域包括支援センターととも
に行っていました。このように防災と福祉の関心が高く，今回の連携につながりました。 

▼意識の高まった中，防災知識を学ぶ場も設定 

食後には，「家具の転倒防止器具」の効果を学ぶ映像 
を放映。市の支援制度 
もご紹介し，身近な防 
災対策もご案内でき 
ました。 

お宝 No.243 減災カフェ 

 

コミュニティ 
 

防災・減災 
 

都市計画局 まち再生・創造推進室 

実施後 実施当日 実施前 

▼被災地での体験談＋クッキング体験 
被災地での体験談を聞きながら実際に調理を体験。
ポリ袋を使い，カレーライス，高野豆腐の煮物，だし
巻たまご，パウンドケーキを作りました。ルーを溶か
すのに手間がかかる部分も体験することで，「次は違
う手順で調理したらもっと効率がいいかも」など，今
後へ向けた工夫やアイデアも生まれました。 

下京区 菊浜学区 
連携 

下京区役所 地域力推進室 公財 京都市景観・まちづくりセンター 

地域の方の声 地域以
外の方と連携するに
あたり，事前の調整な
ど難しい点もあった
けれど，当日の参加者
の満足度は高く，一緒
に取り組めてよかっ
たです。 
よかったら今後もご
協力いただき，防災意
識を高める楽しい企
画を一緒に取り組ん
でいきたいです。 

 共有 

▼今後の展開も期待 

地域の方からも 
好評で次の展開 
も期待できそう 
です。 

医療的ケア 保育 

若者支援 教育 

健康 高齢者福祉 

団体 
例 

▼地域との連携のポイント 
地域と連携するにあたっては，「丁寧につながる」ことがポイントです。地域の皆さんは，地域の代表として「地域

の総意」であることを前提に自治会運営をされるので，意思決定の手順をとても大切にしています。実施までには，
余裕あるスケジュールを組み，地域事情にあった企画づくりを，地域の方と楽しみながら進めていけたらいいですね。 

実施！ 広報・回覧（最低 2週間）  

チラシ完成 顔合わせ 
地域会合等への
参加・見学 企画打合 （企画修正） 

地域会合等
での承認 内容決定 

【参考：地域と連携する場合のおおまかな流れ例】  


